
シヌグ調査を行ないました

９月１０日午後那覇へ

１１日 県立図書館

１２日 瀬底島練習

について調査 →

浜元のシヌグ調査→

１３日 瀬底島のシヌグ

調査

１４日 健堅を調査

１５日 県立図書館

帰路へ

詳しくは１１月以降に・・・？



2025年10月10日

（９月２５日現在）

平取町の天体に関係する伝承から

日本列島の星文化を考える

星の伝承研究室

北尾浩一



タイトル「平取町の天体に関係する伝承から

日本列島の星文化を考える」

アイヌの星文化から、日本列島全体の星文化を考える

沖縄を意識しました。

末岡外美夫氏の著書、『人間達（アイヌタリ）にみた星座
と伝承』に2カ所の記述があります

（１）梅津サキ媼、夫の戦死とスワラノチゥ（宵の明星）

（２）沖縄県宮古島の狩俣の祖神（うやがむ）のにーりを
引用



（１）梅津サキ媼、夫の戦死とスワラノチゥ（宵の明星）

末岡外美夫（すえおかとみお）氏は、『人間達（アイヌタリ）にみた星座と
伝承』ｐ１１５ー１１６ （U・S）（『アイヌの星』に梅津サキ媼）

トィモシﾘクﾝネ とっぷり暮れて ソﾝノポカ その中(うち)に

スワラノチゥ スワラの星が ヘイシ ネ ウタﾘ 兵士たちの

オマﾝ 巡り歩く ホシッパ アッ 帰還の噂が流
れたのに

アﾝチカﾙ 夜最中（さなか） クュポ ユポ！ 私の愛しい夫よ!

・・・・・・・・・・・・ アﾙ アﾝ・ウﾝ モシ
ﾘ

貴方は異郷の
地に

オロアノ アﾝ それからは オポネ アマ アリ 屍(かばね)を
捨てたと

ク ソモ ｲぺ 食も摂（と）らず ク イヌ 聞きました

ク ホッケ パテキ ただ臥(ふ)していた



梅津サキ媼の夫の戦死された場所 キ

は不明。沖縄戦でアイヌ民族４３人 ム

が亡くなられている。 ン

沖縄県糸満市真栄平 ウ

南北の塔 タ

キムンウタリ（山の仲間たち） リ

←



末岡外美夫氏は、「人間達（アイヌタリ）のみた星座と伝承」ｐ１１６－
１１７で、宮古島狩俣の祖神（うやがむ）のにーりを引用している。

天のあかぶしやゃよ 天の明星（金星）よ

てだなうわ 真主（まぬす）よ 太陽の子 真主よ

ドントナギ、マサリヤガ （囃子ことば）

でだのぶーず 豊見親よ 太陽の大按司 豊見親（とよみや）よ

上なうわ 真主よ 天上の子 真主よ

ドントナギ、マサリヤガ （囃子ことば）

（狩俣定弘さんが父親・狩俣昌喜さん（大正１３年生まれ）の唄うのを
録音）



末岡外美夫の指摘（「人間達（アイヌタリ）のみた星座と伝承」）

（1）円陣を組んで拍子をとり、神々の系譜とそのその歴史をほめ
たたえる「祖神にしり」（ママ）（祖神（うやがむ）のにーり）は、アイヌ
の歌謡を思い出させる。

（２）旧暦の九月から一二月までの間に行われる冬ウプナーの内
容に、アイヌの祖先祭イチャルパと通じるものがある。

（３）この地の太陽と金星の関わりは、アイヌモシリの口碑に近い。

は、アイヌの祖先祭と通じるものがあると記している。

（４）２５００キロも離れている北と南の島の民の間に、似た星の見
方と風習があるのも天のなせる技であろうか。



末岡氏は、金星と太陽の関わりをアイヌモシリの口碑に近いと記し
ている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

鍋沢モトアンレク氏が伝えていた夜明け星、夜中星、夕暮星

「 KAMUY OYNA神伝」に、夜明け星、夜中星、夕暮星が

登場し、５人の女の神は、次のように姉妹の関係にある。

上から①Nisat-saot nochiw夜明け星②Annoski-nochiw

kamuy夜中星③Aronuman nochiw kamuy夕暮星④Kunne-

chup-kamuy月⑤Tokap-chup-kamuy日（太陽）

・nisat：朝 cha:口 ot:にある、早朝の ・an：夜 noshki：真中

nochiu：星 「真夜中に天の中央、われわれの頭の真上はるか

に見える星だという。スバル星かという」と記されている。 ・ar:全

onuman：夕 nochiu：星、夕の星（門別町1969）

・・・・

今日は、

・平取町（びらとりちょう）二風谷（にぶたに）の星名伝承

・日高地方の星名伝承（沙流川流域むかわ町を含む）

↓↓

平取町を中心に日高地方の星名伝承から日本列島の星文化を考
える

東北地方、瀬戸内海、沖縄・奄美と星の名前、伝承は連続してい
るかどうか・・・考えていきたい



今日は、

・平取町（びらとりちょう）二風谷（にぶたに）の星名伝承

・日高地方の星名伝承（沙流川流域むかわ町を含む）

↓↓

平取町を中心に日高地方の星名伝承から日本列島の星文化を考
える

東北地方、瀬戸内海、沖縄・奄美と星の名前、伝承は連続してい
るかどうか・・・考えていきたい



・日本は、南北に長い。
もっとも北の北海道宗谷
岬は、北緯45度31分22
秒、有人島でもっとも南の
沖縄県波照間島では北
緯24度2分44秒と、20度
以上ちがう。従って、北極
星（こぐま座α星）の高度
は20度以上も異なり、最
北端の高度は、最南端の
倍近くになる。

・北海道は、北斗七星が
周極星になる一方で、沖
縄は北斗七星のすべて
の星が周極星とならずに
地平線下に没する。北斗
七星の見え方の特徴が
伝承の形成に結びついた。



暮らしと星空を重ね合わせる過程において形成された星名

おおぐま座αβγδεζη（北斗七星）

おおぐま座γδεζη



暮らしと星空を重ね合わせる過程において形成された星名
共通した星名形成「柄杓」「船」

おおぐま座αβγδεζη（北斗七星）

おおぐま座γδεζη

アイヌ 大和 沖縄・奄美

柄杓 平取町
ピサックノカ
pisakku noka

（萱野2002）

鹿児島県出水市住吉
町、宮城県気仙沼市
大島 ヒシャクボシ
（北尾Ｃ）

沖縄県糸満市ニーブブ
シ（北尾Ｃ）、八重山郡
竹富町鳩間島フダルプ
シ（北尾AC）

アイヌ 大和 沖縄・奄美

船星 アィヌモシリ南部海
岸チプ・ノチゥ(舟・星)

チプノカノチゥ（舟・の
形をした・星）

島根県鹿足郡畑の
大庭良美氏フナボ
シ（野尻1973)

宮古郡上野村字宮國
（現 宮古島市）

フニブス：漁船や航海中、
船員たちが見当にすると
云うことから船星と伝え
られている（北尾ＡＣ）



特徴ある星名形成（アイヌ）

おおぐま座αβγδεζη（北斗七星）の全ての星が沈
まない星空景観であることが星名形成に影響した。

◉クット・コノカノチゥ 上向きに寝た「カムィ」・の姿を
している・星 北の地平線近くに上向きに寝た姿（下左）

◉ウプシノカ・ノチゥ 下向きに寝た「カムィ」・の姿をし
ている・星 空高く下向きに寝た姿（上右）



特徴ある星名形成（大和）

(1)構成する星の数にもとづいて形成された。「ナナツボシ
（七つ星）」が広く分布している。

(2)桝、酒桝に見立てた星名は、オリオン三つ星と小三つ星
とη星に多いが、北斗七星（おおぐま座αβγδεζη）
を意味するケースがある。

(3)タノクサボシ（田の草星）本田實氏による。広島県沼隈
郡に伝えられている。田の草を取る乙女の列に見立てた。

(野尻1973)

(4)カジボシ（舵星）(5)キタノオオカジ（北の大舵）金田
伊三吉氏が石川県珠洲市で記録した。1983年3月、金田伊三
吉氏とお会いして、昭和16年当時85・86の人が伝承してい
た。いて座の南斗六星（ミナミノコカジ）と違い、大きく、
また、北のほうに輝くことからキタノオオカジという星名
が形成された。



(5) チソー（四三）、チソボシ（四三星）

1983年、愛媛県西条市西之川（石鎚山）において記録。

「スマル、カセボシは入（い）るくがあるが、私はチソボシ入る
くない」（北尾C）

スマル（プレアデス星団）とカセボシ（オリオン座三つ星）が
西の空へ低くなっていくとチソボシ（北斗七星）が高くなってい
く。スマル（プレアデス星団）とカセボシ（オリオン座）は西の
山々へと入っていくが、チソボシは入ることができない…と歌っ
た。

厳密には、現在、愛媛県西条市石鎚山からは北斗七星即ち、お
おぐま座αβγδεζηが全て沈むわけではない。η星とγ星は
沈む。時代をさかのぼり、西暦700年頃以前にはαβγδεζη
全てが入るくないこと即ち周極星になる。しかし、実際はη星と
γ星が沈んでも「チソボシ入るくない」と伝承される星空景観と
考えることも可能ではなかろうか。



特徴ある星名形成（沖縄・奄美）

(1)構成する星の数にもとづいて形成された星名が

最も多い。ナナツブシ､ナナチブシ(七つ星)

粟国島浜の末吉とよさん（大正15年生まれ）

「ナナチブシ、女４名、男３名、仲がよかった

らしい｡ごはんでも７人でわけて」



特徴ある星名形成（沖縄・奄美）

(3)構成する星の数に方角を加えた星名が八重山地方に広く形成
された。



ニシナナチィブシィ（北七つ星）八重山では、おおぐま座のα
星、β星、γ星、δ星、ε星、ζ星、η星が全て地平線下に沈
んでしまうことにより伝承形成された。

ニシナナチィブシィに続けて、南七星（パイナナチィブ
シィ）が沈み、ムリカ星（プレアデス星団）が島の真上を運行
すると歌は続く。日の入り後、北七つ星が沈んでいき、続いて
南七星（パイナナチィブシィ）（南斗六星）が沈み、明け方、
ムリカ星（プレアデス星団）が南中してほぼ頭の上を通るとい
う条件を満たした期間に歌の通りの星の見え方となる。

明け方太陽高度－13度の時間にプレアデス星団が南中してい
るという条件を考えると9月4日以降（1900年、石垣島の場合）
となる。また、日の入り後太陽高度－13度において北七つ星が
まだ沈んでいないとき（丑の方向におおぐま座β星が高度約8度
であるときと仮定）という条件を考えると、9月15日までとなる。
（1900年、石垣島の場合） したがって、歌の通りに見えるの
は、1年のなかで9月4日～15日頃までの短い期間となる。

そして、この星空景観は、沖縄のみで可能な景観であり、沖縄
での伝承形成となった。



特徴ある星名形成（沖縄・奄美）

(3)トーシンミチブシ（唐船道星）

「トーシンミチブシヌ ニヌファブシ クヮインリ クガニミ
チブシヌ チジティクィラン」

（北斗七星が北極星を食べようとしている。黄金三つ星が、そ
うはさせまいと北極星の周囲を固く守っている）（糸満市史編
集員会1991）

(4)トーシンカジブシ（唐船舵星）

唐船の舵に見立てた。金城誠氏が、うるま市浜比嘉島で記録
した。（金城誠1984）



１ 平取町（びらとりちょう）二風谷（にぶたに）の星名伝承

・萱野茂のアイヌ語辞典、

・やさしいアイヌ語（１）（２）講師萱野茂（萱野志朗氏よ

り2024年10月）

2 日高地方の星名伝承（沙流川流域むかわ町を含む）

・新ひだか町静内との比較

・日高町福満（ふくみつ）の星名伝承

・アシリレラ氏より記録（2009年3月、2020年10月）

↓↓

平取町を中心に日高地方の星名伝承から日本列島の星文
化を考える



１ 平取町二風谷

の星名伝承

↑イユタニ

萱野茂二風谷アイヌ資料館



（２）スワラ・ノチウ

地名 星名（宵の明星） 意味 出典

平取町
二風谷

アロヌマンノチュー
ar-onuman-nociw

アロヌマン、ar-onuman：
日暮れ、夕方

『萱野茂のアイ
ヌ語辞典』

北の方の
アイヌ

スワラノチゥ 栖原の漁場では、漁の
最盛期になると、アイヌ
を昼夜の別なく働かせ、
秋の日がとっぷり暮れて、
東（ママ）の空に宵の明
星がきらきら光る頃ーと
云いますから夜の九時
頃にもなりましょうか、ー
その頃になつてからやつ
と休めの号令がかかつ
て、夕食にありつくことが
できたというので、『栖原
の星』と名ずけた」（知里
1954）

知里真志保
「ユーカラの
人々とその生
活（２）」



※２０２４年１０月萱野志朗氏より説明いただく

星名 萱野茂のア
イヌ語辞典

やさしいアイヌ語（１）（２）
（講師 萱野茂）※

北斗七星 トイタサオッ トイタサオッ
トイタ：畑を耕す サオッ：逃げる
「トイタサオッ」（北斗七星）は、畑をする時期
になると高いところにあがっています。畑の
ないときはいいだけ低くなります。ですから、
畑の時期になると逃げてしまう星、と呼んで
いるのです。私は、一週間ぐらい前、「トイタ
サオッ」はどの辺だろうかと思ってみてみま
した。すると、かなり上のほうに上がっていま
した。本当に、畑の時には逃げるんだなあ、
と思いました。

北斗七星 ピサックノカ ピサックノカ



2 日高地方の星名伝承（沙流川流域むかわ町を含む）

・平取町二風谷と新ひだか町静内との比較

二風谷 静内

星名 トイタサオッ トイタサヲッ

意味する星 北斗七星 プレアデス星団



平取町二風谷の星名 オリオン座三つ星（萱野志朗氏より2024年10月）

星名 萱野茂のアイヌ語辞典 やさしいアイヌ語（１）（２）（講師 萱野茂）

オリオン
座三つ
星

イユタニノチュー
iyutani-nociw
イユタニ＝杵
ノチュー＝星
三つ星：
オリオン
座中央部
の連星

イユタニノチュー
「イユタニ」（杵）を握ると上と下のほ
うに搗くところがあります。ですから、
三星（みつぼし）のことを片手で持つ
杵のような星ということで、「イユタニ
ノチュー」といいます。

オリオン
座三つ
星

レヌシペ
ren-us-pe

星が三つ並んで見える三星（みつぼし）
（唐鋤星）があります。十一時十二時の
夜中になって西南の方向に見えます。三
星は「レヌシペ」と言います。「レヌシペ」
は三つあるもの、という意味です。「レヌ
シペ」は「レン」と「ウシぺ」が繋がってでき
た言葉です。レン：３人、ウシぺ：？辞書
には履物？？



平取町二風谷と静内（オリオン座三つ星）

星名 平取町二風谷（萱野茂） 静内（葛野辰次郎）

オリオ
ン座三
つ星

イユタニノチュー
iyutani-nociw
イユタニ＝杵
ノチュー＝星
三つ星：オリオン座中央部
の連星

イユタニ
三つ星 iyutani 杵

オリオン座のベルトの部分に
当たる

オリオ
ン座三
つ星

レヌシペ
ren-us-pe



平取町二風谷と静内（オリオン座三つ星）



※２０２４年１０月萱野志朗氏より説明いただく

星名 萱野茂のアイヌ語辞典 やさしいアイヌ語（１）（２）講師 萱野茂※

流れ星 マッコイワク

mat-ko-iwak

夜這い星、流れ星
マッ＝妻 コ＝それ
イワク＝帰る
（妻の所へ）通う

マッ コイワク

「マッ コイワク」は女の所へ夜這
いに行く、あるいは妻の所へ行く星、
という意味です。

流れ星 マッコイワッノチュー
mat-ko-iwak-nociw
妻恋星、流れ星



ジョン バチラー氏から小島修介氏への手紙（大佛次郎
記念館所蔵）

手紙では、「ジョン バチラー」と表記

（多くは、ジョン・バチェラー） 1854～1944

平村ペンリウク氏（平取（びらとり）のコタンコロクル（村お
さ））（1832‐1903） から、アイヌ語を教えてもらう。

1876年ウォルター・デニング氏、1879年～ ジョン バチラー氏

ジョン バチラー氏は、聖公会の宣教師ウォルター・デニング
氏の指導を受ける。

ジョン バチラー氏は、1879年9月、はじめて平取を訪問。ペン
リウク氏宅にてアイヌ語を学ぶ。



ジョンバチェラー氏から小島修介氏（函館市在住）への手紙

・星は総てノチウ 又はトンポと云ふ

（北尾注 トンポ(光れる小さなもの)(吉田1911）)

・アロヌマンノチウ又はアロノチウは暮の明星

・ニサッサオッノチウは暁星

・チヌカラクルは北斗星.大熊星

・マアクイワクノチウは流星

・ムンスエプノチウはホーキ星

・ノカベチ又はベエチンノカは天ノ川

・ンリベクッケは北極光？



平村ペンリウク
氏からアイヌ語
を学んだことか
ら平取で伝えら
れていた星名と

思われる。

ジョン バチラー氏
から小島修介氏へ
の手紙

野尻抱影『日本星名
辞典』の記述

星 ノチウ ノチウ

宵の明星 アロヌマンノチウ又
はアロノチウ

アロヌマン・ノチウ、
アロ・ノチウ

暁の明星 ニサッサオッノチウ ニサッサオッ・ノチウ

北斗星 チヌカラクル

北極星 チヌカラグル

流星 マアクイワクノチウ マァクワク・ノチウ

彗星 ムンスエプノチウ ムンスエブ・ノチウ

天の川 ノカベチ又はベエ
チンノカ

ノカベチ、
ベエチンノカ



イユタニとニス

『萱野茂のアイ
ヌ語辞典』

イユタニノチュー

『萱野茂のアイヌ語
辞典』に北尾が
★★★を加筆

ニスの形は星名
として伝えられて
いない。



2 日高地方の星名伝承

トイタサオッ：北斗七星（平取町二風谷）

トイタサヲッ：プレアデス星団（新ひだか町静内）



ポイント１ 二風谷で北斗七星の星名が、静内でプレアデ
ス星団の星名となる。

このような同じ星名で意味する星が変わる事例は日
本列島にいくつかある。

例 日本列島におけるプレアデス星団の和名の変容

・ナナツボシという星名は、多くの場合、北斗七星を

意味する。一部、大分県でプレアデス星団を意味

するケースを記録。

・プレアデス星団を意味する六連星が岩手、宮城で

オリオンに変容



地名 話者 プレアデス
星団

オリオン 北斗七星

大分県別府市亀川 寺山綾M40 ナナツボシ ミツボシ サカマスセイ

大分県別府市亀川 T4 ナナツボシ ミツボシ ホクトヒチセイ

大分県宇佐市安心
院町大

栗林保彦氏
S2

ナナツボシ ホクトヒチセイ

大分県宇佐市四日
市町

江口清治氏
T９

ナナツボシ ミツボシ

ナナツボシがプレアデス星団の星名であるケース

（ナナツボシは通例北斗七星を意味する）



プレアデス星団の星名「六連星（ムツラ、ムヅラ）」がオリ
オン三つ星、小三つ星の星名に変化

地名 プレアデス星団 オリオン

青森県下北郡風間浦村蛇
浦

ムジラ、ムジナ
（ムツラの転訛）

サンコウ

青森県下北郡風間浦村易
国間

ムジナ
（ムツラの転訛）

サンコウ

青森県八戸市新湊 ムヅナボシ サンコウ

青森県三戸郡階上町小舟
渡漁港

話者A 不明
話者B 不明

サンコウ（三つ星）

ムヅラ（三つ星と小三
つ星）

岩手県大船渡市赤崎町 ホーキボシ ムヅラ

宮城県本吉郡唐桑町 モクサ ムヅラ

茨城県北茨城市大津町 ムヅラ サンボシ



日高地方の星名

（１） 日高町福満（ふくみつ）出身の平賀サダさん（1895頃
ｰ1972年）の伝えていた星名伝承。

・Marattosapa マラットサパ ・Iyutani イユタニ

・ermupu エレムプ

（２） 日高町福満出身、門別町富川（現 日高町）在住の
鍋沢モトアンレク氏（1886ｰ1967）

・Nisat-saot nochiw 夜明け星

・Annoski-nochiw kamuy 夜中星

・Aronuman nochiw kamuy 夕暮星。



（３） アシリレラ氏より記録（2009年3月、2020年10月）

・イユタニノチュウ（２００９年の記録）

福島コハナフチ。静内、明治40年生まれ。

イユタニに似た星があった。（北尾注 イユタニ：杵）

イユタニ→

萱野茂二風谷アイヌ

資料館所蔵



ところが、１０月１６日の調査で、

アシリレラさんは星座早見を元にニ
をひっくりかえした形はオリオン座三
つ星、イユタニはオリオンの盾の部
分と説明

右図のニスは反対でない→



ところが、１０月１６日の調査で、

アシリレラさんは星座早見を元に

ニスをひっくりかえした形はオリオン座全景

イユタニはオリオンの盾の部分と説明

右図のニスは反対でない→ ニス→

萱野茂二風谷アイヌ

資料館所蔵



静内の星名

トイタサヲッ 北斗七星ではなくプレアデス星団

チコヤウケcikoyawke 宵の明星 葛野辰次郎氏

はヤウケの意味？ ヤは岡のこと。 チ：我々

（『アイヌのくらしと言葉２』p207）

オカに向かって私たちがアテにするという意味か？？？？？？

末岡外美夫氏は、『アイヌの星』で、チコアッノチｩ（我等・そ
れに向かって・寄せる・星）・・・アテ星（アイヌの星、
p278）



こと座ベガ、ε、ζの三角形に熊を描く（比較）

星名 解説

田村すず子
『アイヌ語辞典』

福満（ふくみつ）出
身の平賀サダさん

（1895頃ｰ1972年）

Marattosapa

マラットサパ
星座名。天の川の西側にある男の星座。
三つの星がちょうど熊の頭の二つの目（ε、
ζ）と鼻（ベガ）のように三角形に並んでい

る。東側にあるｉｙｕｔａｎｉイユタニはこれの
妻。

末岡外美夫
『アイヌの星』

marattonoka

nociwマラット
ノカノチゥ
marattonoka

マラットノカ

こと座ベガ：マラット（マラットは「殺した熊
の頭」）、ε、ζ：二股の枝の先につけたイ
ナゥ

末岡外美夫『人間
達のみた星座とで
伝承』

マラットノカノ
チゥ
marattonoka

nociw

マラットノカ
marattonoka

ベガ：マラット ε、ζ：枝につけたイナゥ

マラットノカノチゥが明け方の暁の北東の
地平に姿を現すのは、12月の中頃から
である。マラットノカノチゥ(この場合ベガ

一星を指す）が見えると猟運を祈願して
盛大なイオマンテを行なう。前年のイオマ
ンテで天に上ったマラットが暁天にその姿
を現し・・・



イオマンテ 1月か２月の寒い時季に行なわれることが多い

1900年1月10日日の入り後60分（平取町）

（実際はベガ高度約20度、アルタイル約13度）



日没後と日の出前の2回、ベガを見ることができる。

1900年1月11日、日の出前約60分（平取町）

（実際はベガ高度約37度、アルタイル約6度）



平取町立二風谷アイヌ文化博物館（使用許可済）

三つの星がちょうど

熊の頭の二つの目（ε、

ζ）と鼻（ベガ）のように

三角形に並んでいる

イオマンテ3日目の早朝にケオマンテ（なきがら送り）



西の空（写真 湯村宜和氏撮影） 早朝の光景か、 日没
後の光景か、両方か？ 写真上は日没後



日

没

後

西

の

空

拡

大



明け方の東空 熊が逆立ちになる（写真 渡辺誠氏
撮影）



拡大 東空 熊が逆立ちになる（写真 渡辺誠氏撮影
）



平取町立二風谷アイヌ文化博物館（使用許可申請済）

→ ←？ → ←にイナウ

イオマンテ3日目の早朝にケオマンテ（なきがら送り）



福満（ふくみつ）出身の平賀サダ氏（通称サダモ氏）（1895
頃ｰ1972年）の伝承していた星名（赤文字 七夕の伝承影響）

星名 解説

Marattosapa

マラットサパ 
こと座
ベガ、ε、
ζの三
角形

星座名。天の川の西側にある男の星座。
三つの星がちょうど熊の頭の二つの目（ε、
ζ）と鼻（ベガ）のように三角形に並んでいる。
東側にあるｉｙｕｔａｎｉイユタニはこれの妻。

Iyutani

イユタニ
わし座
アルタ
イルと
βγ

天の川の東側にある女の星座。平賀サダ
さんの伝承「三つまっすぐに並んで杵（き
ね）のようだから。西側にあるmarattosapa

マラットサパ はこれの夫。夫婦の神で、い

つも女が夫を追っていく。旧暦の七月のお
盆にだけ会える。雨が降ると水が増えて川
を渡れない。女というものはこのように夫
に根（こん）よく従わなければならないと言
う」 この二つの星座（北尾注 マラットサ
パ とイユタニ）がたなばたの東側の女と西
側の男だとサダモさんは説明している。



田村すず子氏著『アイヌ語辞典』には、福満（ふくみつ）出
身の平賀サダさんによる解説、民話など７０００件が掲載さ
れている。そのひとつが、 「マラットサパ」。

Marattosapaマラットサパ  星座名。天の川の西側にある男
の星座。三つの星がちょうど熊の頭の二つの目と鼻のように
三角形に並んでいる。

東側にあるｉｙｕｔａｎｉイユタニはこれの妻。←わし座アルタイ
ルとβγ

イユタニ→

萱野茂二風谷

アイヌ資料館所蔵



ベガとεζ（織女の子ども）ではなく、わし座アルタイルとβγ

・イヌカイボシ、インカイボシ（犬飼星）

平安時代中期の辞書である源順著『倭名類聚抄 天部第一』に、
「牽牛 和名比古保之又以奴加比保之」とある。

いまは、九州で犬飼星を記録することができる。

北尾は、福岡県糸島市加布里にて、芥屋(けや)村（現、糸島市）
出身の話者からインカイサンを記録。

「タナバタサン、天の川はさんで、イヌカイサン。インカイサン」

「タナバタサン、三つ三角形なってる。もうひとつ、インカイサンは、
一列に並んでる。天の川はさんでる」

インカイサンは犬飼いさん。牽牛即ちわし座のアルタイルと一
列に並んでいるβ星、γ星のこと。タナバタサンは、こと座ベガとε
星、ζ星のこと。



沖縄本島 インソーヤブシ（犬伴星）

宮古島・・・牛、馬

ウスウマサダティブス（牛馬サダティ星）

牛と馬を連れて（サダティ）いる星。サダティとは「連れる」
という意味。沖縄県平良市（現 宮古島市）（北尾によるア
ンケート調査）



日本列島の星名比較（ベガとεζ、わし座アルタイルとβγ）

ベガとεζ わし座アルタイルとβγ

アイヌ マラットサパ 夫 熊
マラットノカノチゥ
マラットノカ

イユタニ 妻

大和 タナバタサン 女 犬飼星、 インカイサン 男 犬

沖縄・
奄美

チュラアングワーブシ（美
女星）
ウヤキブシゥ

沖縄本島 インソーヤブシ
（犬伴星） 犬

宮古島 ウスウマサダティブス
（牛馬サダティ星） 牛、
馬



日本列島の七夕型（？）伝承

※天草民俗誌より ※※東アジア民話データベース（ンミブスの長女、ンミブ
スハーニは地上に降りて水浴びをしている時、メタル主ぬ前に飛び衣を盗ま
れ、彼の妻になる。ある日子供が「かあちゃんぬ羽衣やミタル主ぬ前がうつば
らぬ ひつぬ中んどぅ 我ちゃ見やい」と歌ったので飛び衣を見つけて一人で
天に昇っていった。）話者池間ヤマ氏

ベガとεζ アルタイルと
βγ

北斗七星
(おおぐま座
αβγδε
ζη）

添え星

アルコ
ル

プレアデス
星団の長
女ンミブス
ハーニ

アイヌ
日高町福満

マラットサ
パ夫

イユタニ 妻

大和（熊本
天草島）※

タナバタサ
マ 女

インカイ様
（犬飼様）男

沖
縄
・

奄
美

奄美大
島

ナナツボ
シ女（妹）

スブシ
男(兄)

伊良部
島前里
添※※

ンミブス
ハーニ



福満（ふくみつ）出身の平賀サダさん（1895頃ｰ1972年）

の伝承していた星名（２）

星名 解説

ermupu

エレムプ
オリオ
ン座ら
しい。
外の４
つの星
が倉の
足（脚）

（星座の名）（直訳すると）ネズミの倉。
ermupu episne cikirihi horak wa oka kusu
tarpa anak rir ruy nankor エレムプ エピン
ネ チキリヒ ホラク ワ オカ クス タレパ
アナク リンルイ ナンコロ 「ネズミの倉」
（星座）の沖の側の足が倒れているから今
年は海はしけてばかりいるにちがいない。



末岡外美夫『アイヌの星』『人間達のみた星座と伝承』

星名 解説

erumunpu

エルムンプ

『アイヌの
星』

かに座
γδηθ

M44

γδηθの四辺形：エルムン（ネズミ）のプ（庫）
白くぼんやりしているプレセペっ星団（M44）：エ
ルムン（ネズミ）

erumu・npu

エルムン・プ

『人間達の

みた星座と

伝承』

かに座
γδηθ

M44

γδηθの四星：erumu・npu ねずみ・の倉

染みのように見えるプレーセペ：エルムン（ねず
み）がたくわえたハル（haru食糧）、あるいはエ
ルムン（ねずみ）そのものの集団
日食のときのねずみの貢献→倉



日本列島・プレアデス星団を歌う （仕事歌）
アイヌ 大和 沖縄・奄美

星名 トイタサヲッ スバル、スマル ム゜ニブス

伝承地 新ひだか町静内 愛媛県魚島 沖縄県多良間島

タイトル トイタ、サヲウッ、ノチュ
ウ、オルスペ

与那覇勢頭豊見親
のにーり

歌い手 葛野次雄氏 藤本藤枝氏 浜川春子氏

歌 トイタ アンロゥー、
トイタ アンロゥ

トイタ アンキヤクン
テッ トイ ウスネ

天がせまいか
よー、スマルボシ
はなーらぶよ、海
がせまいか、エビ
かごむーよー

うり゜があとぅ からや
よ

む゜にぶすば あがら
しい

備考 といたさをっ、の歌を
うたいながら、畑たが
やし 又供小（北尾注
小供？）にも聞かし働
き者は食べうると申し
ながらとの事です。

櫓漕ぎ唄 粟摺り歌



二風谷では、北斗七星トイタサオッの逃げていく様子を

伝承

ひとつの星名が多くの星名を意味する事例は他にもある



※２０２４年１０月萱野志朗氏より説明いただく

星名 萱野茂のアイヌ
語辞典

やさしいアイヌ語（１）（２）
（講師 萱野茂）※

北極星 チヌカラノチュー チヌカラノチュー
チ：我々 ヌカラ：見る
ノチュー：星
「私たちが見る星」という意味。



チヌカラ、チヌカルクルが意味する星の多様性

暮らしの中で、私たちを見ている、見守っている者、神は、
宵の明星だけではなかった。明けの明星、北極星、北斗七
星も私たちを見守ってくれているお方、そして、神であった。
見守ってくれている神即ち星を目当てに生きた。

①宵の明星

◉吉田巌氏による記述  

・アルノマンノチウ一名チヌカラク（吉田1911）



◉末岡外美夫氏による記録

・レッパﾝチヌカﾙコﾙ（Ⅳ）（末岡1979）

rep an ci nucar kor

沖 にいて 我等 見る 者＝カムイ 「沖のアテ星」

・チヌカルクル 末岡外美夫氏が栗山国四郎氏他より記録し
た伝承にあるチヌカルクルについて宵の明星と記している。
（末岡2009）

②暁の明星（明けの明星）

・チヌカルクル ci・nukar・kur（ci：我等を nukar：見守る
kur：者）（末岡1979）

③北極星（こぐま座α星）

◉萱野茂氏による記述（平取町二風谷）

チヌカラノチュー【ci=nukar-nociw】北極星（萱野2002）



◉スズサップノ良子氏による（2024年5月11日） 千歳

チヌカラクル チ：私たちが ヌカラ：見る クル：お方

④北斗七星（おおぐま座αβγδεζη）

◉蝦夷方言藻汐草

北斗 チヌカルグル（上原1804）

◉吉田巌氏による記述

ちぬからくるかむい（帯広町伏古（ﾌｼｺ））北斗七星」（吉田
1989）

◉末岡外美夫氏による記録

チヌカﾙクﾙ大熊座αβγδεζη cinukarkur（ci：われら
-人間-のnukar：見る kur：神）「われら人間の見る神」（末岡
1979）



⑤その他

◉吉田巌氏による記述

ちぬからくるのちう（幕別町白人（ﾁﾛｯﾄ）） 星の名（吉田
1989）。本事例は「星の名」と記されており、どの星を意味す
るかは不明。
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料編12 民俗資料』糸満市役所、1991、pp.373-374。

萱野2002…萱野茂『萱野茂のアイヌ語辞典 増補版』 三省
堂、2002、p.310 p.326 p.383-384

北尾C・・・北尾による現地調査

北尾AC・・・北尾によるアンケート調査



質疑応答のための資料



静内の星名

ニサッサオッ nisat-saot 明け方に‐退去する 明けの明星

（『アイヌのくらしと言葉２』p207）

イユタニ 三つ星 iyutani 杵 オリオン座のベル
トの部分に当たる



静内の星名

それから、あの九曜星とか、なんとかって星、いわんかな。
シャモの人、九曜星って、俺はまぁ、そうと聞いたんだが、あ
の星は九曜だっていうんだ。あのー何んてゆったらいいべな。
こう細長い達磨さんのような格好した星。こう、コチャコチャ
コチャと塊った星、あるんだ。いってるんだよ。あれがトイタ
サオッってゆってるの。・

（『アイヌのくらしと言葉２』p207）

葛野辰次郎氏は、北斗七星の星名を伝えていなかっ
た。

（アシリレラさん、静内の高田エカシはピサックノ
チュウ）



ススランペッ 葛野次雄さんも覚えていた星名。しかし、
どれを意味するかわからない。天の川の星？？？

葛野辰次郎さん「ススランペッという星はどこにあるの
かわかんない」「ススランペッという星があるんだそう
だ。そのススランペッとう星から、１２の霊魂
が・・・」「下がってきたり、上がってきたりしてるん
だってこうゆってるの」「うーん。東側から下ってきて、
西側さ上っていくの」

（『アイヌのくらしと言葉２』p208）



◆川での星

スズサップノ良子氏による

チヌカラクル 北極星

 チ：私たちが ヌカラ：見る 
クル：お方

シコツ川（千歳川）から石狩
川、日本海へ。

スズサップノ良子氏、北尾。寮美千子氏
（2024年5月11日）



日本列島での川
で星を目標に

岐阜県の事例

揖斐川は蛇行して
いる。進む方向が
南とは限らない。

南の方角を確認す
るために、絵の具星。

ただし、「えのぐ」が
「絵の具」以外を意
味していた可能性
がある。

職人言葉？？



2024年10月撮影

葛野次雄さんによる 「トイタ サヲウッ ノチュウ オルスペ」

トイタ アンロゥー、トイタ アンロゥ （畠たがやそう、畠たがやそう）

トイタ アンキ ヤクン （畠たがやしますなら）／テッ トイ ウス ネ （手に土付
くわ）／テッ トイ ウス キヤクン （手に土つくならば）／ヤシケ アンキ ネ
（洗面致しましよう）／ヤシケ アンキ ヤクン（洗面致しますなら）／モウム ア
ンキ ネ（流れ致しますよ）／モウム アンキ ヤクン（流れますなら）／ペウッ
チャ ウス キナ アヤイペカネ（川岸に生る草にすがりましよう）

ペウッ チヤ ウス キナ（川岸に生える

草に）／アヤイペカ キヤクン（すがりま

すなら）／テッ ツエ ワ（手切れるわ）／

テゥッツエ キヤクン アンシナ キワ

（手が切れますなら、ほうだい（ママ）しま

しよう）／アンシナ キヤクン（ほうだい致

すなら）／タシロ コル キワ(山刀もって)

アタウケ ワ(切ったぎるわ)



プレアデス星団トイタサオッの伝承



仮題



鍋沢モトアンレク氏の伝承していた星、宇宙観

鍋沢元蔵(1886～1967）

平賀（現在の日高町福満）出身

富川（とみかわ）にて旅館を営む

引用文献

門別町郷土史研究会『アイヌの叙事詩』、1969、
pp.30-51。



















「アシリレラさん、萱野志朗さんの伝えていた月の話、星
名伝承 2009年と2024年の比較」



話者 アシリレラさん

日本名 山道康子さん

（昭和21年生まれ）

2009年3月10日記録

2024年10月16日記録

・・・・・・・・・・・

・メールで連絡しても返事がな
く、宇井真紀子氏（『アイヌ風の
肖像』の著者）のアドバイスで
手紙を書く。

・手紙のやりとりで、前回調査
記録が間違いないことを確認。

・10月16日訪問のアポイントを
とる。



月の話（最初は「星になった少年の話」と語り始めた）

2024年10月16日記録アシリレラさん

（録音文字起こし 北尾浩一、２０２４年１２月４日修正）

ある日のこと、おばあちゃんが山菜とりにいくのに、
（その少年に）お留守番を頼んでいった。

「その少年は退屈で、いろりばたをたたいていたが、お
水を汲んでおいてねと頼んでいった」

「水を汲むって、いろりばたの柱があるところをたたい
て、『いいなあおまえはなにもしないで、ここにいて』
と文句をいっぱい言ってたたいた。「いろりばたをぽん
ぽん、いいなあおまえは火のそばでいいなあ、とたたい
た」



「水を汲んでこないと何もつくれないし、て、桶を持っ
てピサックを持って玄関に立った」

「玄関に立ったら、柱にめがけて、柱はいいなあ、柱は
ここで立っているだけだから、と文句をいっぱい言って。
桶をもってでて川にいきました」

「川に行ったら、ナマズがいて、魚がいて、なまずの顔
を見ておまえの顔はみっともない顔をして」と悪口を
言って、「どじょうにも文句言って」。

おばあちゃん帰ってきて、孫はどこに行ったか、ばけ
つがないから川のとこにいると思って川に行って、「な
まずさん、うちの孫を知りませんか」

なまずさん「知らない、自分のことをひどい顔だとか悪
口を言ってから教えてあげない」



おばあさん「どじょうさん知らない？」

どじょう「知らない、自分のことぬるぬると言うから教
えてあげない」

おばあさん「孫はそんなことを言ったのですか。どうし
ようかなあ、だれにきけばよいのだろう」

そしたら、サケがあがってきた。サケは、こう言いま
した。

サケ「ぼくのことをねカムイチップとあの子は言ったん
だよ。カムイチップって言ってくれたから教えてあげる
よ。あの子はね、水汲むのをなまけてね、あちこちにや
つあたりして歩いてたから、神様が怒ってお月さまのな
かにいれちゃったのよ」「お月さまのなかに、ピサック
をもっておけを持っている子がいるでしょう。あなたの
孫ですよ」



おばあさん「おおーなんということでしょうか、いじめ
るつもりで水汲みしなさいといったわけでない」

泣きながらおばあちゃんは家に戻って新しい水を汲ん
で料理をした。

お月さま出るたびに手をあわせました。



月の話 萱野志朗さんの話ーからっぽやみ（なまけもの、とらんね）
の少年（録音文字起こし 北尾浩一、２０２４年１２月５日修正）

ある少年が、水汲みに母親からいいつけられて、行くわ
けです。そして、いちばんはじめにイヌンペと言って、いろ
りのまわりにある炉縁です。ろぶちを水汲みに行く柄杓で
たたいて、イヌンペはそこでねっこらがっているだけででい
いなあ。

次は柱イクシペをぽんぽんとたたいて、この柱はただ立
ってるだけでいいなあ。

次に、どじょう、どじょうのことを「ちちら」というのですけ
れども、どじょうを見てその口のほそいものと悪口いった。
次にマスにあう。ますのことをサキペというのですよ。夏に
たべるものといういみ。マスは、身が柔らかいのです。そ
の身のやわらかいますみたいな、と悪口を言う。



次にサケに会う。サケともいいますけど、北海道ではだ
いたいシェケ。しゃけ（さけ）に会ったら、さけはアイヌ語で
はかむいちっぷ。カムイチップに向かってああ神の魚よと
よびかけて。で、そのあと、どういうわけか月に連れていか
れて。だれが連れて行ったか。

母親が息子をさがしにいく。だれにきいてもみんな悪口
いっておしえてくれない。どじょうにきいても、教えてくれな
い。マスに聞いても身のやわらかいやつと悪口言ったから
教えてくれない。ほんとうはやわらかくておいしいのですけ
れど。



鮭はカムイチップと言われたから教えてくれる。悪態つい
て、なまけものだから月に連れて行かれたんだ。なまけも
のの少年はいまでも天秤棒かついで月にいるんだよという
はなし。じっさいに民話でそういう話したのです。

両側に水。それがからっぽやみの少年という名前の話。

Ｋ「男の子ですね。」と聞くと、Ｗ「だったような気がします」

以上 月の話 萱野志朗さんの話









以下整理中

星名 母「山道サキ氏」（明治４４年生まれ、むかわ町出
身、二風谷の星名ではないように思える。

１ イユタニノチュウ

（１）２００９年の記録

◉イユタニノチュウ（２００９年の記録）

福島コハナフチ（フチ；おばあさん）。静内、明治４
０年生まれ。イユタニに似た星があった。（北尾注 イ
ユタニ：杵）



◉イユタニの星の神さま（２００９年の記録）

柱の下に、ウス（ニス）をひっくりかえしておいて
おく。ウスをひっくりかえす。（そうすると地震が起こ
っても）イユタニの星の神さまが守ってくれる。

ニス、ひっくりかえすと、かみまどにたてておく。
ついたほうを上。ニスひっくりかえす。イユタニ反対
に。地震で家がつぶれてたとしてもニス(臼)の神さ
まが守ってくれる。（明治４４年生まれの山道サキさ
ん、明治３０年代生まれの貝沢トルシノ（アイヌ語で
「あかだらけ」という意味）からアシリレラさんが聞い
た話）



◉２０２４年のアシリレラさんの話

アシリレラさんは、六角形になっていると語りなが
ら、オリオンの六角形の形（下図）を手でたどった。



（１）イユタニとニス

『萱野茂のアイヌ語辞典』イユタニノチュー

iyutani-nociw

三つ星：オリオン座中央部

の連星

『萱野茂のアイヌ語辞典』より→



アシリレラさんによるニス反対なら・・・

（次回に続く）

ニスの話（録音文字起こし、北尾浩一、２０２４年１２月４日現在）

Ｗ「うすというたに」「ゆたにのうすがこういううすがある。ひっくりか
えすと地震をとめることもできるといわれています」「いけま、植物
の根を先をほしといて」「なぜおまえは人間をこらしめるとつきさす
と」「うすをひっくりかえしたような星がありますね。あれがアイヌ
のひとたちが信じてやってきた」

K「臼はアイヌ語で」

W「ニス」

K「」

えっさゆたに。えっさゆうたにと、あなたはいまおろした、わたしはつぎ
おろします

えっさ ひく えっさぴりけぶぴりけぶ かわがはじめる えっさぴりけ
ぶ、えっさゆーたに。

えっさにく゜づけえっさ かわがむけた実がでてきた

W「こーいう臼があるのです。それをひっくりかえした星があるはずです
。つくのをゆうたに」

K 「 ひ と つ の 星 で す か 」
W「１，２，３，４，５，６、六角かなあ」

――――

＼ ／

／ ＼

—―――

W「学名なに」

W「ベテル

フランス人「ベテルギウス」

Wベテルギウスという学名の星

北尾は歩けないので古屋さんに確認してもらう

K「つくところが下になってるのですね」

W「そう」



W「こーいう臼があるのです。それをひっくりかえした星があるはずです
。つくのをゆうたに」

K 「 ひ と つ の 星 で す か 」
W「１，２，３，４，５，６、六角かなあ」

――――

＼ ／

／ ＼

—―――

W「学名なに」

W「ベテル

フランス人「ベテルギウス」

Wベテルギウスという学名の星

北尾は歩けないので古屋さんに確認してもらう

K「つくところが下になってるのですね」

W「そう」



◉イワンノチュウ

６つの神。おじいちゃんがいてイナウづくりに専念してい
ました。山にいくことままなりません。エカシ（長老）は、
狩をするために、 一番星出て、夕暮れに出かけました。う
とうとして、目を覚ますと、ウォーという声、何かその松
の枝が揺れています。人食い熊現れたのです。星がきらき
ら輝いて見えます。星の神さまが光をあてました。熊の背
中に青大将がトグロをまいて… 熊は崖から落ちて死ん
でいきました。

熊を村に運んで食事にしました。カムイノミをしました。
イワンノチュウ、６つの星。６つの神さま。（高田エカシ
（静内）の話）



◉パイカラノチュウ

パイカラノチュウ、春の星。朝方まで見える。真上に出てる。４
月初め、朝まで残っている。かっこどりが泣いたら畑をおこ
した。

（北尾注：朝方真上ならベガ。朝方西の空に残っているならア
ルクトゥルス？ パイカラ：春）



◉モマウタノチュウ

パイカルノチウが春の星。モマウタノチュウともいう。その
星が輝くときにハマナス（マウ）の実がなるという。ハマナス
の実をとって食べれる。

（北尾注：うしかい座アルクトゥルス？）

アシリレラさん「富川はさるふと（佐瑠太）、さるはかやのこと、
ふとは」「ピラカが日高（ひだか）に」：「さるふとの手前にピラ
カというのがあるのですよ。ピラカは崖なのですよ」「さるふ
と（佐瑠太）というところは海で」「ちょっと手前にひらかという
地名がるのですよ。ピラは崖なんですよ」「さるふと（佐瑠太
）というのは砂浜なんです」「海の砂浜へ行って、なにかを見
て、それが６月頃になるのです」



北尾「ひらがやおきさんがくんねばあさんの話を？」

アシリレラさん「その人のいとこになるかなあ、その人がモマウ
タノチュウという」「有名な人だよ。なべざわモトアンレク」

アシリレラさん「鍋沢モトアンレク、有名な人だよ。明治生まれ
の」「そのじいさんが、鍋沢モトアンレックさんが、この星を見
た」



◉ピサックノチュウ

アシリレラさん「よくね、ぴっさくぼしというやつのことを云
っているのではないか」「ピサックノチウのことを言って
いるのではないか」

北尾「ピサックノチュウってあるのですか」

アシリレラさん「ピサック、すくう。ピサク。博物館行ったら
よくわかる。ピサックノチュウあるよ」

北尾「ピサックって白樺で作ったのですか」

アシリレラさん「そうそうそう」「そんな形に似た星があるね
」「ピサックノチウって」「それがアラワンノチウではない
かな」（北尾注：アラワン：七つの）

北尾「ピサックノチウが北斗七星と思う」



アシリレラさん「生活用品を似た星が出たらあわせて言っ
ていたから」「ピサックに似た星」

北尾「この辺は５月頃から畑を耕すのですか？」

アシリレラさん「ちがう４月」

アシリレラさん「だけど、高田エカシはピサックノチュウ」

北尾「高田エカシさんはどこの人？」

アシリレラさん「静内の人」「静内の高田エカシとかオリタ
フチはピサックノチュウ」（織田ステノさんのこと？）

アシリレラさん「植物がはえてくるころに、熊が出てきて毒
出しをしてそのころにピサックの星がでる。あれが出る
のは4月」「熊がパッケ？とかを食べて毒を出す。下痢
をおかして。熊が」「ピサックの星。そのころの時機には
ピサックの星が出るのだ」



アシリレラさん、静内の高田エカシはピサックノチュウ

●「萱野茂のアイヌ語辞典」

ピサックノカ：北斗七星



◉サクノチュウ

夏、サクノチュウ。二風谷の人。西のほうに出る
星、消えると、舟を出してはいけない、畑行ってはい
けない。南の星、消えると大雨、あらし。

（北尾注：サク：夏。日の入り後、西はアルクトゥルス？
南はアンタレス？）

◉チュクノチュウ

秋、チュクノチュウ。チュク;秋。すごく輝く。（北尾注
：チュク：秋。日の入り後ならベガ？ 日の出前ならシ
リウス？）



◉マタノチュウ

冬、マタノチュウ。マタ；冬。マタペケレノチュウ。ペケレ；
きらびやかに光る。

◉レップノチュウ

レップノチュウ。３つの星。レップ：３つ。縦に３つ並んだ
り、横に３つ並んで出るといいこと起きない。

アシリレラさん「レップノチウ」

北尾「たてにならんだら悪いことがある星ですね」

アシリレラさん「そうそう」



イユタニノチゥ：末岡外美夫氏著『アイヌの星』

オリオン座δεζ

杵 イユタニ

臼 ニス



「萱野茂
のアイヌ
語辞典」
より引用

杵 イユタニ

臼 ニス

★印は北尾
が記入

★

★

★



◉天の川

天の川、ノチウペッ。

北尾「ペッノチウともいうのですか？」

アシリレラさん「どちらでもよいのだ」「アイヌの人たちは
ノチウペツ」

◉ペケレノチウ

光り輝く。星の中でも輝く星。

北尾「３時過ぎる、朝の３時ですね。明けの明星でしょう
かねえ」

アシリレラさん「あーうまいこと言うねえ」「明けの明星と
思うよ」
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